
金
滞
古
瞭
志
巻
サ
八

る
反
古
裏
書
陀
、
蓮
誓
の
次
男
貨
玄
は
、
越
中
園
勝
興
寺
住
持
す
。

是
も
始
は
土
山
と
い
ふ
鹿
に
、
二
俣
の
蓮
薬
草
坊
を
立
置
か
れ
し

を
、
・
加
州
加
嶋
を
蓮
普
僻
退
の
み
ぎ
り
よ
り
、
此
底
に
蓮
乗
仰
せ
つ

け
て
、
越
中
因
坊
主
衆
与
力
と
し
て
出
入
あ
る
べ
き
皆
計
ら
ひ
給

ふ
。
吉
崎
御
建
立
の
初
よ
り
、
建
替
二
俣
へ
下
向
せ
し
め
‘
蓮
如
上

人
に
別
け
て
常
随
陀
近
の
御
門
侶
、
雨
入
共
に
常
に
褒
美
ま
し
ま
す

直
弟
也
。
山
岡
へ
蓮
寄
住
持
し
給
ひ
て
も
、
毎
月
の
忌
日
正
固
ま
で

懇
た
り
き
云
々
。
と
あ
り
。

O
大
文
字
屋
三
郎
右
衛
門
醤
邸

三
郎
右
衛
門
由
緒
寄
に
云
ふ
。
元
組
大
文
字
屋
源
兵
衛
.
小
松
大
文

字
町
に
居
住
致
し
、
共
頃
小
松
之
城
主
丹
羽
五
郎
左
術
門
殿
、
能
美

郡
天
秤
職
被
昌
申
付
一
金
銀
包
賃
井
茨
吹
銀
吹
賃
等
賜
v
之
。
太
閤
秀
吉

公
越
中
佐
々
成
政
鵠
勧
征
伐
-
御
州
馬
之
御
往
来
、
御
技
宿
に
相
成
。

其
節
則
貞
銘
有
v
之
御
万
一
腰
拝
領
被
=
仰
付
吋
利
家
卿
御
宿
も
被
昌
仰

付
↓
利
長
卿
御
領
に
相
成
、
先
規
之
通
り
能
美
郡
天
秤
職
被
=
仰
付
一

御
利
害
今
以
所
持
仕
罷
在
。
五
代
以
前
九
右
衛
門
之
時
、
金
津
へ
引

越
、
西
御
坊
町
只
今
之
居
屋
敷
に
居
住
仕
る
。
と
あ
り
。
利
長
卿
判

容
の
潟
如
v
左。

震
回
音
信
-
鱈
一
二
本
・
梯
百
給
v
之
候
。
迷
路
懇
志
之
段
v
別
而
感
悦
至

候
。
議
言
。

九
月
十
二
日

m 
DB 
事j

長

判

府

中

大

文

字

屋

這
而
大
奉
書
拾
束
寅
申
度
候
僚
.
内
々
説
候
而
可
v
給
候
。
額
置

候
。
以
上
。

最
前
共
方
銚
置
候
鳥
子
取
に
遜
候
。
則
代
金
子
一
枚
只
今
建
候
僚
、

烏
子
念
を
入
賞
候
て
可
v
給
候
。
額
申
候
。
議
官
。

肥
前
守

十
月
十
一
日

利

長

判

大
文
字
屋
殿
ヘ

ム
ち
う
大
も
じ
ゃ
か
た
よ
hy--

ふ
た
り
へ
‘
か
き
つ
け
の
ご
と
く
く

れ
候
。
い
ろ
/
¥
の
物
ど
も
ま
ん
ぞ
く
の
よ
し
ょ
く
可
v
申
候
。

正

月

十

五

日

制

ν、

カー

ち

は

み

や

年
頭
之
矯
且
御
制
限
-
此
方
へ
被
v

越
、
奉
書
五
束
・
犬
栗
二
百
井
御
肴
三
種

御
上
候
。
則
披
鍵
申
候
庭
、
一
段
被
v
成
田
御
一
蹴
着
-
候
。
大
儀
に
被
v
A官

候
由
‘
我
々
方
よ
り
能
々
心
得
申
し
候
へ
と
被
v
仰
候

H
乙。

い

金
部
古
蹟
志
巻
廿

λ

能
美
郡
中
天
秤
職
之
事
申
付
候
僚
、
金
銀
と
も
に
如
昌
前
主
会
可
=
裁

判
-
者
也
。

目

慶

長

五

年

十

一

月

五

日

利

長

判

小
松
大
文
字
屋
源
兵
衛
方
へ

按
や
る
に
、
大
文
字
屋
と
い
ふ
は
越
前
園
府
中
に
も
あ
り
。
奮
藩
綱

紀
卿
の
時
、
府
中
大
文
字
屋
の
所
持
せ
る
利
長
卿
の
判
印
替
婚
を
一

覧
し
、
そ
の
認
を
命
ぜ
ら
、
れ
た
り
。
如
v
左。

越
前
府
中
大
文
字
屋
被
-
湘
越
一
年
頭
祝
儀
と
し
て
、

一

、

奉

書

紙

五

束

一

、

鰹

十

謹

一

、

生

地

廿

女
共
方
へ

一

、

紅

花

て

た

ま

栗

一

、

か

に

五

袋

三
百
五
十

二

つ

右
之
逼
く
れ
ら
れ
候
。
満
足
之
由
能
不
心
え
て
可
』
申
候
ド
乙
。

正

月

廿

六

日

利

長

判

市
川
長
左
衛
門

官
井
太
郎
右
衛
門

〆

肥

正
月
十
九
日

必
寸

大
も
ん
じ
ゃ
や
が
て
御
崎
候
よ
し
。
と
ん
左
は
は
や

λ
¥と
御
れ
い

申
さ
れ
て
、
御
き
げ
ん
の
御
事
に
て
候
。
玉
泉
院
さ
ま
よ
り
御
し
う

ぎ
と
し
て
、
銀
子
二
枚
被
v
議
候
。
よ
く
/
¥
心
え
倹
て
被
v
申
候
へ
よ

し
仰
せ
ら
れ
候
。
め
で
た
く
ド

ι。

正
月
十
七
日

キリ

千

縞

小

太

夫

す

~ 

木

殿 殿

ト

・

刀
E
畠

小
太
夫
わ
た
く
し
よ
り
わ
ざ
と
ば
か
り
に
代
物
百
疋
澄
し
申
候
。

被
=
心
会
候
一
て
被
v
申
、
た
の
み
申
候
炉

ι。

外
に
二
週
略
窮
v
之。

右
八
語
、
以
昌
越
前
府
中
大
文
字
屋
所
持
之
本
紙
一
令
昌
書
馬
一
加
a
再
校
-

者
也
。

E
徳
二
年
仲
夏
初
四
日

右
越
前
府
中
町
の
大
文
字
屋
は
、
藩
粗
利
家
卿
・
二
世
利
長
卿
府
中

在
披
の
頃
、
用
事
を
命
ぜ
ら
れ
し
者
た
る
ぺ
し
。
扱
共
の
一
族
な
ど

小
松
へ
来
り
居
住
し
、
後
金
津
西
御
坊
町
に
居
住
す
る
事
、
教
代
た

り
し
か
ど
‘
今
は
共
の
子
孫
西
御
坊
町
よ
り
塩
屋
町
へ
移
縛
し
て
、




